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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、1980 年代以降、それまでの「ディスコ」から発展して、若者たちがダンス・音楽に興じる都市の先鋭
的空間として誕生、流行するようになった「クラブ」を舞台に生まれた文化、すなわちクラブカルチャーを社会学的
に分析検討したものである。 
 本論文の優れた点は、まず、対象に接近する視角・方法のユニークさである。これまでクラブについての研究とし
ては、音楽学的研究が主なものとしてあったのに対し、本論文は、空間の利用、消費のあり方、コミュニケーション
形成という三つの観点からクラブカルチャーを複合的に分析を試みるという、独自の視点を提供している。そして、
研究の方法も、筆者自ら、長期間にわたって、DJ としてクラブイベントに参加し数多くのイベントの企画運営に携
わった、現場の参与観察のフィールドワークに基づいており、興味深い新しい知見が提供されている。 
 本論文では、多種多様なクラブが存在する中でも、とくに、規模の大きくない、必ずしも商業ベースのみではない、
若者たちの文化運動に基盤をおくクラブにとくに着目している。まず、そうしたクラブの誕生と発展のプロセスを欧
米の 60 年代の若者文化から辿りつつ、また、現代のクラブカルチャーが音楽論やオーディエンス論、産業論といっ
た領域で論じられてきたことを踏まえ、これを、空間的概念として把握することの意味と重要性を提示する。そして、
クラブカルチャーの主要なアクターである DJ が、音楽メディア・テクノロジーの発展により、クラブにおける音楽
の「生産者」でもあり「消費者」でもあるような存在として登場したことを見出し、それが「送り手」－「受け手」
という既存のコミュニケーション・モデルではとらえきれないこと、同時に、クラブカルチャーにみられる音楽消費
自体が、生産と消費がリフレクティヴに絡まりあう現代の消費スタイルを象徴していることを論ずる。 
 さらに本論は、クラブという現場で開催されるクラブイベントを詳細に分析し、クラブが、DJ とオーディエンス
の可逆的関係性と、多元的かつ重層的な帰属を許すコミュニケーション・ネットワークを形成する場、そして音楽の
編集的消費によって自己表現がなされる場として機能していることを見出している。そしてそこから、日本の公共空
間のあり方と空間利用のポリティクスを論じる。つまり、日本では野外やストリートが、開かれた公共空間としての
役割を担いがたいために、所与の私有空間である現代のクラブが、それにかわるオルタナティヴな空間として機能し
ている可能性を示唆している。 
 このように、本論文は、クラブ、クラブカルチャーという、若者のサブカルチャー、周縁的文化現象とみなされが
ちな現象を、多角的な見地から分析することで、音楽文化論・若者論を超えて、メディア論、政治文化論に及ぶ興味
深い社会学的考察を実現している。 
 以上のことから、本論文は博士（人間科学）の学位授与にふさわしいものと判定する。 
